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Q.空欄に文字を入れ
てください。

　「山形セ○○ー
　　　プロジェクト

」

※当選の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

「地球にやさしく」　　再生紙を使用しています

新米
プレゼント

　わたしたちJAの組合員・役職員は、協同組合運動の基本的な定義・価
値・原則（自主、自立、参加、民主的運営、公正、連帯等）に基づき行動しま
す。そして地球的視野に立って環境変化を見通し、組織・事業・経営の革新
をはかります。さらに、地域・全国・世界の協同組合の仲間と連携し、より
民主的で公正な社会の現実に努めます。
　このため、わたしたちは次のことを通じ、農業と地域社会に根ざした組
織としての社会的役割を誠実に果たします。

クイズに答えて
新米GET!!

クイズコーナー
　 綱領

－私たち　 のめざすもの－

わたしたちは、
　１．地域の農業を振興し、わが国の食と緑と水を守ろう。
　１．環境・文化・福祉への貢献を通じて、
　　　　　　　安心して暮らせる豊かな地域社会を築こう。
　１．JAへの積極的な参加と連帯によって、
　　　　　　　　　　　　　　　協同の成果を実現しよう。
　１．自主・自立と民主的運営の基本に立ち、
　　　　　　　　　　JAを健全に経営し信頼を高めよう。
　１．協同の理念を学び実践を通じて、
　　　　　　　　　　　　　　共に生きがいを追求しよう。

協同組合が

よりよい社会を

築きます

山 形 市 七 日 町 1 - 4 - 5 5  〒 9 9 0 - 0 0 4 2ガ ー デ ン テ ラ ス 七 日 町 T E L : 0 2 3 - 6 2 3 - 6 8 7 8
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　平素より組合員・利用者の皆様には格別のご理解とご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　JA山形市は1948年（昭和23年）の創立以来、食と農を基軸とした相互扶助に基づく協同組合として地域社
会に根ざした総合事業を展開しています。組合員・利用者の皆様に事業内容や社会貢献活動をご理解いただく
ためにコミュニケーションガイド2016を作成いたしましたのでご高覧いただければ幸いです。

山形市農業協同組合
代表理事組合長 田  村  保  男

耕そう、大地と地域のみらい。

昭和23年  ４月12日 ・山形県より山形市農業協同組合の設立認可（農協第35号）
 　　 14日 ・初代組合長  山口和吉  就任
 　　 27日 ・山形市農業協同組合　設立登記
  ８月15日 ・山形市農業会より資産譲渡を受け山形市農業協同組合として発足、本部事務所・北部事務所・中部事務所（山形

市役所内）体制で山形市一円にて業務を開始（但し、昭和18年に山形市へ編入された旧鈴川村、旧千歳村の管
内を除く）

   ・昭和29年から昭和31年にかけて、山形市の周辺農村部18ヶ村が編入合併（現山形市）、市内20農協体制と
なる。現在市内には、山形農協（JAやまがた）との２農協体制

　　33年  ４月 ・第10回通常総会にて「都市農協としての経営方式に移行し、准組合員利用（貯金吸収、融資伸張）に努力し、信
用事業を推進すること」に議決

　　37年～40年 ・県内農協貯金３年間トップの残高を誇り、40年２月に貯金残高10億円となり、名実ともに東北一となる
　　38年  ３月 ・山形市農協会館竣工：地上３階地下１階建（旧本部事務所～旧本所～旧本店：幸町７-15）
　　39年  ２月 ・プロパンガス販売事業開始
  ９月 ・小白川支店オープン（旧東部支店：小白川２-７-７）本店より分離開設
　　42年  ４月 ・北部会館新築：地上３階建（旧北部事務所～旧北部支店～現北山形支店）
　　43年  ２月 ・上町給油所新設オープン（現  ㈱ジャオ  上町セルフステーション）
　　47年  ６月 ・協同会社㈱エーコープ山形を設立し上町給油所・プロパンガス・灯油販売の燃料事業を移管する
 12月 ・山形市内初の立体駐車場建設　くみあいパーキング（現  パーキングJA山形市）営業開始・収容台160台数
　　48年  ５月 ・１月に宅地建物取引業の資格を取得、開発室を設置し５月より不動産業務を開始　　　　（旧本店北向かい）
　　49年  ２月 ・山形税務署より臨時税理士制度の許可を得て、確定申告書受付を開始
　　52年  ５月 ・㈱エーコープ山形  下条給油所新設オープン（現  下条セルフステーション）
　　53年  ８月 ・下条支店オープン（旧西部支店）北山形支店より分離開設
　　54年 11月 ・上町支店オープン（旧南部支店）本店より分離開設
　　58年  ５月 ・市民農園オープン（山形市役所と共同設置）
　　60年  ７月 ・美畑支店オープン 本店より分離開設
　　61年  １月 ・農機センター完成、予冷庫、育苗センターを含めてアグリセンターと称す（旧中部事業所）
　　62年  ９月 ・山形地区カントリーエレベーター竣工（穀物乾燥調整共同利用施設……JAやまがたと共同設置）
平成　２年  ７月 ・桧町不動産センター新設オープン
　　　６年  ６月 ・店舗名称変更  本所→本店  中部事業所→アグリセンター  美畑支店を除く各支店は住所地名を支店名とす
  ８月 ・寿町不動産センター新設オープン
　　　７年12月 ・オリジナルブランド米「のんきな殿さま」発売開始
　　　８年  ５月 ・二代組合長  大築賢祐  就任
　　　９年  ３月 ・第二次カントリーエレベーター竣工（JAやまがたと共同設置）
　　10年  ４月 ・協同会社㈱エーコープ山形が「株式会社ジャオ」に社名変更
  ７月 ・㈱ジャオ　コインランドリー「あわっ子下条店」オープン
　　13年  ３月 ・　　　　　　〃　　　　　　「あわっ子上町店」オープン
　　16年  ４月 ・農業者経営支援事業の記帳代行業務を開始
　　17年  ３月 ・本店新築移転オープン：地上６階建（幸町18-20）…寿町不動産センターと幸町不動産センターを統合し
  ６月 ・三代組合長  大山幸雄  就任　　　　　　　　　　　　　　　　 本店不動産センターとす（日曜営業を開始）
　　18年  ３月 ・美畑支店新築
  ４月 ・農中信託銀行の遺言信託代理店業務を開始
  ６月 ・㈱ジャオ上町セルフステーションオープン（セルフ給油所、コインランドリー、コイン洗車、コイン精米）
　　20年 12月 ・桧町不動産センターと本店不動産センターを統合し、企画・売買の不動産課と賃貸専門の本店不動産セン

ターの二課体制とす
　　21年  ３月 ・税理士会の派遣税理士制度を利用し、確定申告のe-tax送信開始
  ６月 ・㈱ジャオ下条セルフステーションオープン（セルフ給油所、コインランドリー、コイン洗車、コイン精米）
 12月 ・本店ビル太陽光発電設備導入（40kw）
　　22年  ３月 ・小白川支店新築移転オープン（小白川：４-３-21）と同時に太陽光発電設備導入（12kw）
　　23年  ６月 ・四代組合長  田村保男  就任
  ７月 ・山形市一円の県知事認可（業務地区）
  ９月 ・オリジナルブランド米「のんきな殿さま」用、新精米機稼働
　　25年 12月 ・アグリセンターに太陽光発電設備導入（117kw）
　　26年  ８月 ・「やまがた絆の森協定」締結（山形県、山形市、小白川山林組合と四者協定）馬見ヶ崎プール・ジャバ北側山林15.2ha
   ・「山形セルリー」の農業みらい基地創生プロジェクト企画開始
　　27年  ９月 ・「山形セルリープロジェクト」新規研修生受入開始
 11月 ・「のんきな殿さま」イメージキャラクターのデザインを一新
   ・奥田政行氏（アル・ケッチァーノ）と「山形セルリー大使」パートナー協定締結
 10月 ・「山形セルリープロジェクト」第一期「セルリー団地」栽培ハウス18棟建築開始、平成28年２月完成
 12月 ・㈱ジャオ、アグリセンターより本社移転（上町：３-６-47）
   ・相続・事業継承手続きトータルサービス事業を開始
　　28年  ８月 ・「山形セルリープロジェクト」第二期「セルリー団地」栽培ハウス17棟・育苗ハウス１棟  建築開始
  ９月 ・ガーデンテラス七日町にてふくし事業を開始　　　　　　　　　　　　　　　 ～平成28年12月完成予定
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耕そう、大地と地域のみらい。

創造的自己改革への挑戦

1 沿　　革

JA山形市 新イメージロゴデザイン

1 平成27年度ミニディスクロージャー

　1995年（平成７年）より皆様に親しまれてまいりました、JA山形市のイメージ
キャラクター「のんきな殿さま」が新しく生まれ変わりました。
　どうか末永くよろしくお願いいたします。

貯金金利の利用還元終了について
　組合員・利用者皆様に日頃のご利用に対し、広く普く利用還元すべく、平成26年10月１日より１年間の期間
限定で普通貯金を始め、全ての貯金商品に0.02％の金利還元上乗せを実施しました。
　昨年の10月に１年間の期間を延長、還元を継続し、今年の９月末日をもって期間終了となりました。
　定期貯金に関しては10月以降、最初の満期期日まで適用になります。（最大で平成29年９月30日まで）

2



21

ミニディスクロージャー2016

（％）
4　自己資本比率

8

10

12

14

16

18

22
20

（％）

3　信用事業利回り

26年

27年

23年

24年

25年

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5

貯金
貸付

（百万円）
5　出資金

550

600

650

700

750

［単位：百万円］2　信用事業

0

2

4

6

8

10
（億円）

収益
総利益

［単位：万円］

1　貯金・貸付金残高
（億円）

0

50

100

150

200

250

300

350

400

［単位：百万円］

貯金
貸付

6　経常利益・当期剰余金
（万円）

0
5,000
10,000
15,000
20,000
25,000
30,000
35,000
40,000
45,000

55,000
50,000

未処分剰余金
経常利益
当期剰余金

　平素より組合員・利用者の皆様には格別のご理解とご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　JA山形市は1948年（昭和23年）の創立以来、食と農を基軸とした相互扶助に基づく協同組合として地域社
会に根ざした総合事業を展開しています。組合員・利用者の皆様に事業内容や社会貢献活動をご理解いただく
ためにコミュニケーションガイド2016を作成いたしましたのでご高覧いただければ幸いです。

山形市農業協同組合
代表理事組合長 田  村  保  男

耕そう、大地と地域のみらい。

昭和23年  ４月12日 ・山形県より山形市農業協同組合の設立認可（農協第35号）
 　　 14日 ・初代組合長  山口和吉  就任
 　　 27日 ・山形市農業協同組合　設立登記
  ８月15日 ・山形市農業会より資産譲渡を受け山形市農業協同組合として発足、本部事務所・北部事務所・中部事務所（山形

市役所内）体制で山形市一円にて業務を開始（但し、昭和18年に山形市へ編入された旧鈴川村、旧千歳村の管
内を除く）

   ・昭和29年から昭和31年にかけて、山形市の周辺農村部18ヶ村が編入合併（現山形市）、市内20農協体制と
なる。現在市内には、山形農協（JAやまがた）との２農協体制

　　33年  ４月 ・第10回通常総会にて「都市農協としての経営方式に移行し、准組合員利用（貯金吸収、融資伸張）に努力し、信
用事業を推進すること」に議決

　　37年～40年 ・県内農協貯金３年間トップの残高を誇り、40年２月に貯金残高10億円となり、名実ともに東北一となる
　　38年  ３月 ・山形市農協会館竣工：地上３階地下１階建（旧本部事務所～旧本所～旧本店：幸町７-15）
　　39年  ２月 ・プロパンガス販売事業開始
  ９月 ・小白川支店オープン（旧東部支店：小白川２-７-７）本店より分離開設
　　42年  ４月 ・北部会館新築：地上３階建（旧北部事務所～旧北部支店～現北山形支店）
　　43年  ２月 ・上町給油所新設オープン（現  ㈱ジャオ  上町セルフステーション）
　　47年  ６月 ・協同会社㈱エーコープ山形を設立し上町給油所・プロパンガス・灯油販売の燃料事業を移管する
 12月 ・山形市内初の立体駐車場建設　くみあいパーキング（現  パーキングJA山形市）営業開始・収容台160台数
　　48年  ５月 ・１月に宅地建物取引業の資格を取得、開発室を設置し５月より不動産業務を開始　　　　（旧本店北向かい）
　　49年  ２月 ・山形税務署より臨時税理士制度の許可を得て、確定申告書受付を開始
　　52年  ５月 ・㈱エーコープ山形  下条給油所新設オープン（現  下条セルフステーション）
　　53年  ８月 ・下条支店オープン（旧西部支店）北山形支店より分離開設
　　54年 11月 ・上町支店オープン（旧南部支店）本店より分離開設
　　58年  ５月 ・市民農園オープン（山形市役所と共同設置）
　　60年  ７月 ・美畑支店オープン 本店より分離開設
　　61年  １月 ・農機センター完成、予冷庫、育苗センターを含めてアグリセンターと称す（旧中部事業所）
　　62年  ９月 ・山形地区カントリーエレベーター竣工（穀物乾燥調整共同利用施設……JAやまがたと共同設置）
平成　２年  ７月 ・桧町不動産センター新設オープン
　　　６年  ６月 ・店舗名称変更  本所→本店  中部事業所→アグリセンター  美畑支店を除く各支店は住所地名を支店名とす
  ８月 ・寿町不動産センター新設オープン
　　　７年12月 ・オリジナルブランド米「のんきな殿さま」発売開始
　　　８年  ５月 ・二代組合長  大築賢祐  就任
　　　９年  ３月 ・第二次カントリーエレベーター竣工（JAやまがたと共同設置）
　　10年  ４月 ・協同会社㈱エーコープ山形が「株式会社ジャオ」に社名変更
  ７月 ・㈱ジャオ　コインランドリー「あわっ子下条店」オープン
　　13年  ３月 ・　　　　　　〃　　　　　　「あわっ子上町店」オープン
　　16年  ４月 ・農業者経営支援事業の記帳代行業務を開始
　　17年  ３月 ・本店新築移転オープン：地上６階建（幸町18-20）…寿町不動産センターと幸町不動産センターを統合し
  ６月 ・三代組合長  大山幸雄  就任　　　　　　　　　　　　　　　　 本店不動産センターとす（日曜営業を開始）
　　18年  ３月 ・美畑支店新築
  ４月 ・農中信託銀行の遺言信託代理店業務を開始
  ６月 ・㈱ジャオ上町セルフステーションオープン（セルフ給油所、コインランドリー、コイン洗車、コイン精米）
　　20年 12月 ・桧町不動産センターと本店不動産センターを統合し、企画・売買の不動産課と賃貸専門の本店不動産セン

ターの二課体制とす
　　21年  ３月 ・税理士会の派遣税理士制度を利用し、確定申告のe-tax送信開始
  ６月 ・㈱ジャオ下条セルフステーションオープン（セルフ給油所、コインランドリー、コイン洗車、コイン精米）
　　12月   ・本店ビル太陽光発電設備導入（40kw）
　　22年  ３月 ・小白川支店新築移転オープン（小白川：４-３-21）と同時に太陽光発電設備導入（12kw）
　　23年  ６月 ・四代組合長  田村保男  就任
  ７月 ・山形市一円の県知事認可（業務地区）
  ９月 ・オリジナルブランド米「のんきな殿さま」用、新精米機稼働
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   ・「山形セルリー」の農業みらい基地創生プロジェクト企画開始
　　27年  ９月 ・「山形セルリープロジェクト」新規研修生受入開始
 11月 ・「のんきな殿さま」イメージキャラクターのデザインを一新
   ・奥田政行氏（アル・ケッチァーノ）と「山形セルリー大使」パートナー協定締結
 10月 ・「山形セルリープロジェクト」第一期「セルリー団地」栽培ハウス18棟建築開始、平成28年２月完成
 12月 ・㈱ジャオ、アグリセンターより本社移転（上町：３-６-47）
   ・相続・事業継承手続きトータルサービス事業を開始
　　28年  ８月 ・「山形セルリープロジェクト」第二期「セルリー団地」栽培ハウス17棟・育苗ハウス１棟  建築開始
  ９月 ・ガーデンテラス七日町にてふくし事業を開始　　　　　　　　　　　　　　　 ～平成28年12月完成予定
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創造的自己改革への挑戦

1 沿　　革

JA山形市 新イメージロゴデザイン

1 平成27年度ミニディスクロージャー

　1995年（平成７年）より皆様に親しまれてまいりました、JA山形市のイメージ
キャラクター「のんきな殿さま」が新しく生まれ変わりました。
　どうか末永くよろしくお願いいたします。

貯金金利の利用還元終了について
　組合員・利用者皆様に日頃のご利用に対し、広く普く利用還元すべく、平成26年10月１日より１年間の期間
限定で普通貯金を始め、全ての貯金商品に0.02％の金利還元上乗せを実施しました。
　昨年の10月に１年間の期間を延長、還元を継続し、今年の９月末日をもって期間終了となりました。
　定期貯金に関しては10月以降、最初の満期期日まで適用になります。（最大で平成29年９月30日まで）

2



43

　山形の地には、約50年前、時代の先駆者によって生み出され、地域の美しい景観、一つの文化となった「山形
セルリー」があります。
　その栽培の歴史は、1968年に若手生産者４名が、当時馴染みが薄く、野菜の中で最も栽培が難しいと云われ
ている「セルリー」に着目し、挑戦したことから始まります。若手生産者らは、栽培技術を取得するためにセル
リー栽培の第一人者であった故・伊藤仁太郎氏（東京都江戸川区）の下へ留学研修に旅立ちました。
　帰郷後、セルリー栽培を始めましたが、当時は地元市場での需要も限られ、生産者自らがトラックで県外市場
まで毎日往復４時間を費やし運びました。その道中の行き帰りは、セルリーの栽培について、生産者同士が熱く
語り合い、試行錯誤を繰り返す日々。
　その後、若手生産者の情熱・直向きな姿勢、多くの仲間によって、「山形セルリー」は地域に根づき、市場・消費
者からも高い評価を得るプレミアムブランドとなり、東北で唯一となるセルリー産地としての地位を築きました。
　しかし、近年は施設園芸の多角化により作付面積が減少し、半世紀をかけて築いてきた栽培技術の伝承が課
題となっていました。
　そうしたなか、JA山形市では、「山形セルリー」をハウス団地化のモデル拠点として、生産振興と地域農業の
活性化・新たな担い手の育成と新規就農者の受入を目的に「農業みらい基地創生プロジェクト」を2014年８月
に立ち上げました。
※故・伊藤仁太郎 氏（は、セルリー栽培の神様と称された日本におけるセルリー栽培の第一人者。
※JA山形市野菜園芸専門委員会セルリー部は、部員全体が山形県よりエコファーマーの認定を受けており、その取組みが認めら

れ、2015年11月12日、第10回エコエリアやまがた推進コンクールにおいて優秀賞を受賞。

「山形セルリー」農業みらい基地創生プロジェクト

2 「山形セルリー」栽培ハウス建築

　2015年10月にセルリー団地の「ひめセルリー」初出荷（露地
栽培）収穫後、セルリー団地のハウス建築を開始し、当ＪＡ職員
も、ハウス組み立てに参加し、18棟を建設しました。
　今年度のハウス建設が新たに17棟予定しており、今年は8月
から新規就農研修生・当JA職員も組み立てに参加し、「山形セル
リー農業みらい基地創生プロジェクト」として最終的には5年計
画で約80棟のハウス建設を予定しております。

3 新規就農研修生募集

　当JAは、「山形セルリー」の新規就農研修生を募集しています。
　農業に興味のある方、山形市内で独立就農を目指す方、職業と
しての農業に関心をお持ちの方、是非お問い合せください。

1 耕そう、大地と地域のみらい 4 山形セルリーストーリー

　私たちJA山形市は、1948年創立以来、食と農を基軸とした相互扶助に基づく協同組合として、地域社会に
根ざした総合事業を展開しています。
　2014年８月に地域の農業振興と活性化を図るため、東北地区で唯一の産地、山形の風土が育んだ特産野菜

「山形セルリー」の農業みらい基地創生プロジェクトを立ち上げました。1969年から栽培を開始し、試行錯誤
を重ね品質向上に取り組んだ農業者の技術を継承発展させるため、「山形セルリー」の団地形成支援に取り組
み、生産拡大と担い手育成をはかり消費者の皆様にお届けします。
　このため、生産者の思いとその美味しさを、日本で最もセルリーを使うイタリアンレストラン「アル・ケッ
チャーノ」オーナーシェフ奥田政行氏を「山形セルリー大使」として2015年11月にパートナー協定を結び、全
国に情報発信し消費の拡大に努めてまいります。
　また、東北芸術工科大学教授中山ダイスケ氏の協力を得て、JA山形市のイメージデザイン「のんきな殿さま」
を一新し、それをモチーフにした「とのセルリー」と「ひめセルリー」の商標名でブランド向上をめざしてまいり
ます。
　これからも、JA山形市は都市農業の未来と豊かな地域社会の実現に向け実践してまいりますので、ご支援を
賜りますようお願いいたします。

5 山形セルリーの紹介
　セルリーという呼び名は、英語表記「celery」をフランスなまりで読んだもの。
　故・伊藤仁太郎 氏が、育種した種子を大切に後世へ伝えるために山形で栽培されるすべてのセルリーの種子
が自家採取されている。
　2016年の春作より大株なセルリーを「とのセルリー」・小株なセルリーを「ひめセルリー」というブランド名
で売り出す。
　１年にわずかの期間しか味わうことができない旬の山形セルリーの美味しさを、多くの方に味わって頂きたい。

6 山形セルリー大使
奥田政行シェフ
　私は日本で最もセルリーを使うイタリアンシェフです。今まで料理のレパートリー
の多くに、セルリーを使用してきました。セルリーには体をキレイにしてくれるという
感覚があるので、是非多くの方に「山形セルリー」を味わっていただきたいと思います。
奥田　政行（おくだ　まさゆき） 山形県鶴岡市生まれ

　在来野菜など、旬の地元産のこだわり食材を使った現在の店（アル・ケッチァーノ）を独立開業。生
産者の顔の見えるメニューを提供し、国内外の注目を集める今、もっとも忙しい料理人。
　世界を舞台に山形県を広め、2015年イタリアミラノ国際博覧会にて、日本・山形県・鶴岡市の食
文化伝導師として料理を振る舞った。
　今年の６月にイタリアで開催された「THE VEGETARIAN CHANCE」世界野菜選手権で

「とのセルリー」と「ひめセルリー」をイタリアに持ち込み３位に入賞された。

●ＪＡ山形市アグリセンター
　経済部　農業振興課　担当：鈴木公俊
TEL：023-645-4849
Facebook：https://www.facebook.com/yamagataselri/

●公益財団法人やまがた農業支援センター
　（山形県新規就農相談センター）
　（山形県青年農業者等育成センター）
TEL：023-641-1117
URL：http://www.yamagata-nogyo-sc.or.jp/

お問い合せ先

奥田　政行
（アル・ケッチァーノ　オーナーシェフ）

「とのセルリー」
　最もポピュラーな品種「コーネル
619」より故・伊藤仁太郎 氏が選抜
育種した種。
　１株は、重さ２kg前後の大株品種。
茎数が多く、姿が美しい。水分が豊富
で筋も柔らかく、シャキシャキとし
た食感が最高。香りがまろやかで、甘
みとコクを兼ね揃う。

「ひめセルリー」
　買い物袋にセルリーを１株！という思いで、
故・伊藤仁太郎 氏が育種した品種。
　1986年より「ベストセルリー」の商品名で出荷
されてきた。
　１株は、700ｇ～１kgと小株。種子は、ここ山
形にしか現存せず、全国で唯一の産地。葉茎が太
く、肉厚で筋が少ない。みずみずしい食感と甘く
癖のない食味。

新規就農者と研修生のみなさん

ザ ベ ジ タ リ ア ン チ ャ ン ス
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「とのセルリー」
　最もポピュラーな品種「コーネル
619」より故・伊藤仁太郎 氏が選抜
育種した種。
　１株は、重さ２kg前後の大株品種。
茎数が多く、姿が美しい。水分が豊富
で筋も柔らかく、シャキシャキとし
た食感が最高。香りがまろやかで、甘
みとコクを兼ね揃う。

「ひめセルリー」
　買い物袋にセルリーを１株！という思いで、
故・伊藤仁太郎 氏が育種した品種。
　1986年より「ベストセルリー」の商品名で出荷
されてきた。
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形にしか現存せず、全国で唯一の産地。葉茎が太
く、肉厚で筋が少ない。みずみずしい食感と甘く
癖のない食味。

新規就農者と研修生のみなさん

ザ ベ ジ タ リ ア ン チ ャ ン ス
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社会貢献活動 CSR（Corporate Social Responsibility）

1 学校給食ミニトマトお話会
　山形市地産地消推進事業の一環として山形市学校給食セ
ンターにミニトマト17,000人に延べ525kgを提供し、市内の
小中学校の給食メニューに加えられました。
　今年で７年目となる｢山形市産ミニトマト給食お話会｣は市
立第一小学校で開かれ、生産者とJA職員が参加しました。
　児童たちに地元農産物を食べてもらい農業や食への関心を
高めてもらうことを目的に生産者がミニトマトの房を持参し
栽培のポイントや安全への取り組みなどの説明を行いました。
　児童たちとのお話会は楽しい給食の時間となり、児童から
は「今までトマトは嫌いな食べ物だったが、このトマトなら美味
しく食べられる。」とのうれしい一言や、ミニトマトについて多
くの質問が寄せられました。
　今後とも、当JAは消費者から喜ばれる「安全で安心な農産
物」を供給し、地産地消・食農教育推進に努めて参ります。

3 JA山形市ブランド米「のんきな殿さま」
　平成７年度よりJA山形市ブランド米「のんきな殿さま」を販売し地産
地消に取り組んでいます。
　農家組合員が地元で生産した「安全で安心な」食味の良い米を直接仕
入れ、色彩選別機のついた最新式の精米機で仕上げています。
　「のんきな殿さま」の品種は、つや姫・はえぬき・コシヒカリ・もち米
で、本支店窓口・アグリセンターで販売しております。
　今年から、「のんきな殿さま」のイメージキャラクターデザインを一
新したことに際し、米袋のパッケージデザインも新しくなりました。
　宅配サービス・配達サービスも承っております。

年金振込のお客様に「つや姫２㎏」を進呈
　年金振込をご利用のお客様に日頃の感謝としまして「のんきな
殿さま」の「つや姫２kg」を進呈しています。
　「つや姫」の進呈は年金振込手続き時と年１回の誕生月に毎年お
届けしています。ご利用のお客様から大変好評ですので今後も継
続して参ります。
　また、新規振込手続き等もご相談承りますので、ご気軽にお問合
せ下さい。

2 食農教育応援事業
食・環境と農業の補助教材を配布

　JAバンクでは、平成20年から「JAバンク食農教育応援事業」の一
環として管内の小学生授業の補助教材として、「農業とわたしたちの
くらし」の配布を行っています。
　子供たちが農業や食、自然環境、それらにかかわる金融や経済活動
などに対する理解を育み、農業ファン層の拡大や地域の発展にも寄
与することを願い、小学校高学年向け補助教材を作成し、全国のJA
バンクから寄贈しています。
※平成27年度JAバンク合計の実施状況は全国の小学校（20,160校）に約134万部を無償配布しました。

　JAバンクでは、平成20年から「JAバンク食農教育応援事業」の一
環として管内の小学生授業の補助教材として、「農業とわたしたちの

　子供たちが農業や食、自然環境、それらにかかわる金融や経済活動
などに対する理解を育み、農業ファン層の拡大や地域の発展にも寄
与することを願い、小学校高学年向け補助教材を作成し、全国のJA

「のんきな殿さま」のつや姫は、「JA山形市つや姫特栽研究
会」の生産者が丹精をこめて作った美味しい「つや姫」です。

1 「JA山形市のんきな殿さま　絆の森」プロジェクト

「絆の森」プロジェクトの概要
　●所 在 地　山形市小白川町向山（山形市馬見ヶ崎プール・ジャバの北側）
　●面　　積　15.2ha
　●活動内容　森林の整備　下刈り・遊歩道整備　　森林の利用　きのこ植菌作業・収穫

森林整備の環境保全活動を実施
　平成26年８月に山形県・山形市・小白川
山林組合との４団体で「やまがた絆の森」の
協定締結を行いました。
　「地球にやさしく」をテ－マに自然環境に
配慮し、「地域農業の発展と地域社会に貢献
する」ことを目指している当JAは、森林保
全活動を通じて地域の環境保全と森林に守
られて生きる動植物などの自然生態系を保
全する森づくり事業に取組んでいます。
　当JAの役職員で組織する親睦会は、「JA
山形市のんきな殿さま絆の森」プロジェクトとして小白川山林組合の組合員と共同で毎年、山林の下刈りや遊歩
道の整備等を行っています。今後とも「やまがた絆の森」を通じ、地域農業の発展と地域社会に積極的に貢献して
参ります。（写真：H27年11月7日　下刈り実施、山林組合員・当JA職員・JA全農山形職員　総勢66名）

　JA山形市は太陽光発電設備を３ヵ所の事業所に設置しています。
　発電出力は本店に40kw・小白川支店に12kw・アグリセンターに
117kw、合計の発電出力は169kwになります。

　JA山形市の太陽光発電システムは３基合計で年間は162,600kwh
を発電します。
　これは一般家庭の約50世帯分の年間使用量に相当します。
　平成21年の本店ビルの初設置から平成28年８月までの３基合計の
累計発電量は626,6985kwhに達しました。
　これからも環境保全・再生可能エネルギーの普及という社会的要請
に答え、地域に向けて発信して参ります。

本店の太陽光システム

稼働から現在までの累計発電量
本店ビル 平成21年12月～平成28年８月 229,016kwh
小白川支店 平成22年 ３月～平成28年８月 90,067kwh
アグリセンター 平成25年12月～平成28年８月 307,901kwh
  合計　626,985kwh

小白川支店の太陽光システム

アグリセンターの太陽光システム

2 太陽光発電システム
本店・小白川支店・アグリセンターに設置
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 平成 25年の開通より毎月 13日の朝、社会貢献活動の一環として職員が山形駅南アンダ

ーの清掃活動を行っています。職員は JA山形市ブランド米「のんきな殿さま」のロゴ入り

ジャンパーと帽子を着用し、歩道のはき掃除や手摺りのふき掃除をしています。山形駅南

アンダーは本店ビルの南側に位置し、地下道や自転車道も整備された市内東西を結ぶ生活

道路で通勤通学に利用される主要道になっています。 

 今後とも地域の皆様が気持よく通行できるよう活動を継続して参ります。 

教育文化活動

3 「認知症サポーター」の養成

4 特殊詐欺・振り込め詐欺の被害防止

5 山形市役所に窓口用封筒を提供
　当農協はデザインを一新し、６月に山形市に市役所・
公民館に設置されている窓口用封筒（Ａ４サイズ）
36,000枚を贈呈しました。平成19年からの累計で
243,500枚になり、市民の皆様が各主証明書の交付
を受ける際の書類入れとして使用されて感謝されてお
ります。

　当農協は金融犯罪被害発生の未然防止の対策に積極的に取組んでおります。
窓口で高齢のお客様から高額のお振込や現金のお引出しを受けた際には、職員
がアンケートを使用した声掛けや確認を行っております。
　当JAでは今後もお客様の大切な貯金をお守りするために、金融犯罪被害発生
の未然防止に努めて参りますので、窓口でのアンケート等にご協力をお願いし
ております。

　高齢化社会が進む中、認知症を正しく理解し接すること
の必要性を感じ、平成22年度に役職員全員が「認知症サ
ポーター養成講座」を受講しました。平成25年度からは２
名の認知症サポーターの育成役「キャラバン・メイト」が登
録を受け、継続的に職員に養成講座を行っています。
　役職員は認知症やその家族が安心して利用できるよう
に、高齢者の来店が特に多い年金振込日には全員が「オレ
ンジリング」を手に着け、お客様に接していますので、安心
してご利用いただけます。

認知症サポーター
　認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守る人です。認知症サポーター
養成講座を受け、『オレンジリング』と呼ばれるオレンジ色のリストバンドをもらいます。
　オレンジリングは認知症を支援する『目印』であり、連携のしるしでもあります。サポーター
としての活動は、友人や家族に正しい知識を伝える、認知症になった人や家族の気持ちを理解
するよう努める、隣人あるいはまちで働く人としてできる範囲で手助けするなど様々です。

2016 MONTEDIO YAMAGATA

2016.07.01

この封筒は、山形市農業協
同組合が作成し、

再生紙を使用して山形市
へ提供したものです。

提供した封筒は
環境に優しい再
生紙を使用して
います。

6 献血サポーターに認定

7 山形駅南アンダーの清掃活動

8 青少年育成事業　山形市特別協賛コンサート

　平成25年の開通より毎月13日の朝、社会貢献活動の一環
として職員が山形駅南アンダーの清掃活動を行っています。
職員はJA山形市ブランド米「のんきな殿さま」のロゴ入りジャ
ンパーと帽子を着用し、歩道のはき掃除や手摺りのふき掃除
をしています。山形駅南アンダーは本店ビルの南側に位置し、
地下道や自転車道も整備された市内東西を結ぶ生活道路で通
勤通学に利用される主要道になっています。
　今後とも地域の皆様が気持よく通行できるよう活動を継続
して参ります。

　平成17年度より山形テルサのコンサートを始め15回目となり
ます。
今年は、平成28年度10月25日（火）に「レ・ヴァン・フランセ」と
　　　  平成28年度12月25日（日）に「山形テルサの第九」が開催
されます。
　この度も青少年育成事業として山形テルサの第九の前日10月
24（月）に山形市内の小・中・高校生を対象に無料でリハーサルの
公開を予定しています。
　また、会場入口は例年同様に当農協花卉専門委員会の美しい花
が来場者を迎えてくれます。

　JA山形市は永年に渡り、社会貢献活動
の一環として献血活動に取組んでおり多
くの職員が協力しています。また、平成
25年から医療に必要な血液を安定的に
確保するために、積極的に協力している
団体として「献血サポーター」に認定され
ています。

社会貢献活動 CSR（Corporate Social Responsibility）
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 平成 25年の開通より毎月 13日の朝、社会貢献活動の一環として職員が山形駅南アンダ

ーの清掃活動を行っています。職員は JA山形市ブランド米「のんきな殿さま」のロゴ入り

ジャンパーと帽子を着用し、歩道のはき掃除や手摺りのふき掃除をしています。山形駅南

アンダーは本店ビルの南側に位置し、地下道や自転車道も整備された市内東西を結ぶ生活

道路で通勤通学に利用される主要道になっています。 

 今後とも地域の皆様が気持よく通行できるよう活動を継続して参ります。 

教育文化活動

3 「認知症サポーター」の養成

4 特殊詐欺・振り込め詐欺の被害防止

5 山形市役所に窓口用封筒を提供
　当農協はデザインを一新し、６月に山形市に市役所・
公民館に設置されている窓口用封筒（Ａ４サイズ）
36,000枚を贈呈しました。平成19年からの累計で
243,500枚になり、市民の皆様が各主証明書の交付
を受ける際の書類入れとして使用されて感謝されてお
ります。

　当農協は金融犯罪被害発生の未然防止の対策に積極的に取組んでおります。
窓口で高齢のお客様から高額のお振込や現金のお引出しを受けた際には、職員
がアンケートを使用した声掛けや確認を行っております。
　当JAでは今後もお客様の大切な貯金をお守りするために、金融犯罪被害発生
の未然防止に努めて参りますので、窓口でのアンケート等にご協力をお願いし
ております。

　高齢化社会が進む中、認知症を正しく理解し接すること
の必要性を感じ、平成22年度に役職員全員が「認知症サ
ポーター養成講座」を受講しました。平成25年度からは２
名の認知症サポーターの育成役「キャラバン・メイト」が登
録を受け、継続的に職員に養成講座を行っています。
　役職員は認知症やその家族が安心して利用できるよう
に、高齢者の来店が特に多い年金振込日には全員が「オレ
ンジリング」を手に着け、お客様に接していますので、安心
してご利用いただけます。

認知症サポーター
　認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守る人です。認知症サポーター
養成講座を受け、『オレンジリング』と呼ばれるオレンジ色のリストバンドをもらいます。
　オレンジリングは認知症を支援する『目印』であり、連携のしるしでもあります。サポーター
としての活動は、友人や家族に正しい知識を伝える、認知症になった人や家族の気持ちを理解
するよう努める、隣人あるいはまちで働く人としてできる範囲で手助けするなど様々です。

2016 MONTEDIO YAMAGATA

2016.07.01

この封筒は、山形市農業協
同組合が作成し、

再生紙を使用して山形市
へ提供したものです。

提供した封筒は
環境に優しい再
生紙を使用して
います。

6 献血サポーターに認定

7 山形駅南アンダーの清掃活動

8 青少年育成事業　JA山形市特別協賛コンサート

　平成25年の開通より毎月13日の朝、社会貢献活動の一環
として職員が山形駅南アンダーの清掃活動を行っています。
職員はJA山形市ブランド米「のんきな殿さま」のロゴ入りジャ
ンパーと帽子を着用し、歩道のはき掃除や手摺りのふき掃除
をしています。山形駅南アンダーは本店ビルの南側に位置し、
地下道や自転車道も整備された市内東西を結ぶ生活道路で通
勤通学に利用される主要道になっています。
　今後とも地域の皆様が気持よく通行できるよう活動を継続
して参ります。

　平成17年度より山形テルサのコンサートを始め15回目となり
ます。
今年は、平成28年度10月25日（火）に「レ・ヴァン・フランセ」と
　　　  平成28年度12月25日（日）に「山形テルサの第九」が開催
されます。
　この度も青少年育成事業として山形テルサの第九の前日10月
24（月）に山形市内の小・中・高校生を対象に無料でリハーサルの
公開を予定しています。
　また、会場入口は例年同様に当農協花卉専門委員会の美しい花
が来場者を迎えてくれます。

　JA山形市は永年に渡り、社会貢献活動
の一環として献血活動に取組んでおり多
くの職員が協力しています。また、平成
25年から医療に必要な血液を安定的に
確保するために、積極的に協力している
団体として「献血サポーター」に認定され
ています。

社会貢献活動 CSR（Corporate Social Responsibility）
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知的福祉サービス（相談業務） 福祉事業

　私どもの農協では、「山形市農協くらしの相談員」として、金
融店舗である本店に４名、各支店に３名ずつの計19名が、組合
員・利用者のみなさまのご自宅を毎日訪問しております。当農
協のオリジナルブランド米「のんきな殿さま」の配達を始め、「貯
金のお預かり」・「各種ローンの相談」・「年金振込者への宅配
サービス」・「ひと・いえ・くるま」を総合保障する「JA共済」の各
種提案・相続や遺言並びに債務整理の相談・相続手続きサービ
スなど多岐にわたり「知的福祉サービス」として暮らしにかかわるあらゆる相談事を受け賜わっております。
　また、金融部では、事故処理を始め様々な信用・共済業務をバックアップしており、不動産部においては、皆様
に良質なアパートを提供すべく日夜取り組んでいるところですし、アグリセンター（経済部）におきましても、皆様
に安心・安全な農作物をお届けできるよう取り組んでおります。総務部は全体を統括する部署であり、若者の目
線から農協の広報誌「わかば」をとおし組合員・利用者の方に今農協でどういう活動をしているのかを分かりやす
く広報させていただいております。金融店舗のほか各部署にも若い人材を配置し、若い力でみなさまのお役に立
てるよう頑張っております。

1 くらしの相談員

2 相続・事業承継手続トータルサービス
　現在、超高齢化社会を迎え、組合員・利用者の皆様からの各種相続手続について、昭和48年度より様々な相続
相談を支援してまいりました。昨今ますますこれらの事務手続が複雑さを増しており、従来より貯金や土地建物
を始め各種財産継承手続について総合的な対応を求められておりました。
　今般、組合員・利用者の更なる負託に応える為、JA山形市農業者経営支援事業取扱要領に基づき、個人情報の
管理やコンプライアンス体制を含め責任ある相続事務手続で組合員・利用者のくらしの安定を図るものであり
ます。
　相続に関する分野において十分な経験とノウハウを備えた職員や専門家の適切なアドバイスと手続をご利用
下さい。受益者負担金等については本・支店の支店長・次長が対応いたしますのでお問い合せください。

3 相続遺言相談
農中信託銀行の遺言信託代理店として「遺言信託」取扱い
次世代への継承のために
　組合員・利用者のみなさまにとっての大きな悩み事の一つは次世代への継承対策と言われています。
　みなさまのご希望を叶えるには、単に気持ちを表すだけでなく、複雑な法律や納税などについても対応を考慮
する必要があります。
　相続について確かな知識と経験を持つJA山形市と農中信託銀行が、遺言書の作成に関するアドバイスからそ
の保管や遺言執行まで責任を持ってお引き受けいたします。
　みなさまの想いを実現するため、ひいては次世代の方々のためにも、「遺言信託」をご活用ください。
　次のような方々に、遺言がお役に立ちます。
　①  相続争いを未然に防ぎ、円滑に遺産分割を済ませたい方 ③  お子さまのいないご夫婦
　②  後継者など跡取りの方に多く相続させたい方 ④  お借入れのある方
　遺言がないと相続人全員による遺産分割協議が必要となります。

4 多重債務相談
　JA山形市では、組合員・家族の生活を守るために、サラ金・CCなど消費者金融からの借金で苦しんでいる方・
悩んでいる方に、弁護士等とともに借金解決のお手伝いをします。あなたの周りにサラ金など消費者金融から高
い金利でお金を借りている人はいませんか？あなたの周りに借金が膨らんでひとりで悩み苦しんでいる友人はい
ませんか？お金の問題は必ず解決できます！まずはJA山形市にご相談下さい。

ど～もっす！

若い力で頑張ります若い力で頑張ります １
　“ふくし”を“ふつうの　くらしの　しあわせ”と考えれば、「高齢者福祉事業=介護保険事業」ではなく、これま
でJA山形市が取り組んできた総合事業としての「知的福祉サ－ビス」は生活・相続・遺言信託・年金・葬祭等の相談
業務を通じて、高齢者対応をしてまいりました。
　この度、サ－ビス付高齢者賃貸住宅を取得し、高齢者が介護を必要とせず、健康寿命を延ばし元気に暮らしを続
けられるよう、山形県が取り組んでいる「健康長寿日本一」を目指し組合員・地域の人々の豊かな老後を支援する
ふくし事業を開始し「高齢者福祉事業による地域活性化」へ取り組んでまいります。

 入  居  者  募  集  中JA山形市不動産センターにて　　　　　　　　　　　　です。

お問い合せ

JA山形市不動産センター
〒990－0038　山形市幸町18－20
tel．023－631－1160　fax．023－625－5565
営業時間（月～金）／９：00～17：00
　　　　（土・日）／10：00～15：00
定休日／毎週水曜日・祝日 食　　堂

ロ ビ ー

部　　屋

住所：山形県山形市七日町1-4-55
建物：鉄筋コンクリート造り　６階建
マンションタイプ（オートロック）…受付ロビースタッフ常駐
専有面積：32.15㎡（最少）～41.45㎡（最大）
　　　　　＋バルコニー（3.28㎡～5.94㎡）
1LDK（フローリング）　39戸（一人用29戸、二人用10戸）
セキュリティボタン/緊急電話ボタンの緊急通報装置を設置
IHキッチン/ユニットバス/個室トイレ
共同設備：談話室（食堂兼用）・クラブ室（和室）/特別浴室設備
　　　　　トランクルーム（有料）

医療機関との連携等
・日中、生活相談スタッフ常駐 　・夜警常駐・安否確認（緊急対応） 
・AED設置（緊急対応）　・食事サービスあり（朝・昼・夕）…希望者

ガーデンテラス七日町

「安心と安全」の高齢者向け住宅
サービス付き高齢者向け住宅とは
　民間事業者などによって運営され、都道府県単位で認可・登録され
た賃貸住宅で、介護福祉士等が少なくとも日中常駐し、安否確認サー
ビスと生活相談サービスを、すべての入居者に対して提供する。
※サービス付き高齢者向け住宅登録申請中

　※ガーデンテラス七日町は「高齢者専用賃貸住宅」であり介護施設で
はありません。但し、介護及び看護の外部利用は可能です。

入居者の資格
　　原則60歳以上の者

　入居される場合
　JA山形市の組合員加入（3000円）と賃料等の口座開設、年金振込及
び公共料金の自動振替手続きが必要となります。

・入居時　敷金（３ヶ月）
・毎　月　賃料 104,000円～146,000円
　　　　　＋共益費 17,000円（一人用）～26,000円（二人用）
　　　　　＋生活相談サービス料 15,420円（一人用）～25,710円（二人用）
　　　　　＋食費（希望者）＋トランクルーム（希望者）使用料 7,190円
　以上が必要となります。

ふつうの　くらしの　しあわせ＝ふ　く　し事業の開始について
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知的福祉サービス（相談業務） 健康福祉事業

　私どもの農協では、「山形市農協くらしの相談員」として、金
融店舗である本店に４名、各支店に３名ずつの計19名が、組合
員・利用者のみなさまのご自宅を毎日訪問しております。当農
協のオリジナルブランド米「のんきな殿さま」の配達を始め、「貯
金のお預かり」・「各種ローンの相談」・「年金振込者への宅配
サービス」・「ひと・いえ・くるま」を総合保障する「JA共済」の各
種提案・相続や遺言並びに債務整理の相談・相続手続きサービ
スなど多岐にわたり「知的福祉サービス」として暮らしにかかわるあらゆる相談事を受け賜わっております。
　また、金融部では、事故処理を始め様々な信用・共済業務をバックアップしており、不動産部においては、皆様
に良質なアパートを提供すべく日夜取り組んでいるところですし、アグリセンター（経済部）におきましても、皆様
に安心・安全な農作物をお届けできるよう取り組んでおります。総務部は全体を統括する部署であり、若者の目
線から農協の広報誌「わかば」をとおし組合員・利用者の方に今農協でどういう活動をしているのかを分かりやす
く広報させていただいております。金融店舗のほか各部署にも若い人材を配置し、若い力でみなさまのお役に立
てるよう頑張っております。

1 くらしの相談員

2 相続・事業承継手続トータルサービス
　現在、超高齢化社会を迎え、組合員・利用者の皆様からの各種相続手続について、昭和48年度より様々な相続
相談を支援してまいりました。昨今ますますこれらの事務手続が複雑さを増しており、従来より貯金や土地建物
を始め各種財産継承手続について総合的な対応を求められておりました。
　今般、組合員・利用者の更なる負託に応える為、JA山形市農業者経営支援事業取扱要領に基づき、個人情報の
管理やコンプライアンス体制を含め責任ある相続事務手続で組合員・利用者のくらしの安定を図るものであり
ます。
　相続に関する分野において十分な経験とノウハウを備えた職員や専門家の適切なアドバイスと手続をご利用
下さい。受益者負担金等については本・支店の支店長・次長が対応いたしますのでお問い合せください。

3 相続遺言相談
農中信託銀行の遺言信託代理店として「遺言信託」取扱い
次世代への継承のために
　組合員・利用者のみなさまにとっての大きな悩み事の一つは次世代への継承対策と言われています。
　みなさまのご希望を叶えるには、単に気持ちを表すだけでなく、複雑な法律や納税などについても対応を考慮
する必要があります。
　相続について確かな知識と経験を持つJA山形市と農中信託銀行が、遺言書の作成に関するアドバイスからそ
の保管や遺言執行まで責任を持ってお引き受けいたします。
　みなさまの想いを実現するため、ひいては次世代の方々のためにも、「遺言信託」をご活用ください。
　次のような方々に、遺言がお役に立ちます。
　①  相続争いを未然に防ぎ、円滑に遺産分割を済ませたい方 ③  お子さまのいないご夫婦
　②  後継者など跡取りの方に多く相続させたい方 ④  お借入れのある方
　遺言がないと相続人全員による遺産分割協議が必要となります。

4 多重債務相談
　JA山形市では、組合員・家族の生活を守るために、サラ金・CCなど消費者金融からの借金で苦しんでいる方・
悩んでいる方に、弁護士等とともに借金解決のお手伝いをします。あなたの周りにサラ金など消費者金融から高
い金利でお金を借りている人はいませんか？あなたの周りに借金が膨らんでひとりで悩み苦しんでいる友人はい
ませんか？お金の問題は必ず解決できます！まずはJA山形市にご相談下さい。

ど～もっす！

若い力で頑張ります若い力で頑張ります １
　“ふくし”を“ふつうの　くらしの　しあわせ”と考えれば、「高齢者福祉事業=介護保険事業」ではなく、これま
でJA山形市が取り組んできた総合事業としての「知的福祉サ－ビス」は生活・相続・遺言信託・年金・葬祭等の相談
業務を通じて、高齢者対応をしてまいりました。
　この度、サ－ビス付高齢者賃貸住宅を取得し、高齢者が介護を必要とせず、健康寿命を延ばし元気に暮らしを続
けられるよう、山形県が取り組んでいる「健康長寿日本一」を目指し組合員・地域の人々の豊かな老後を支援する
ふくし事業を開始し「高齢者福祉事業による地域活性化」へ取り組んでまいります。

 入  居  者  募  集  中JA山形市不動産センターにて　　　　　　　　　　　　です。

お問い合せ

JA山形市不動産センター
〒990－0038　山形市幸町18－20
tel．023－631－1160　fax．023－625－5565
営業時間（月～金）／９：00～17：00
　　　　（土・日）／10：00～15：00
定休日／毎週水曜日・祝日 食　　堂

ロ ビ ー

部　　屋

住所：山形県山形市七日町1-4-55
建物：鉄筋コンクリート造り　６階建
マンションタイプ（オートロック）…受付ロビースタッフ常駐
専有面積：32.15㎡（最少）～41.45㎡（最大）
　　　　　＋バルコニー（3.28㎡～5.94㎡）
1LDK（フローリング）　39戸（一人用29戸、二人用10戸）
セキュリティボタン/緊急電話ボタンの緊急通報装置を設置
IHキッチン/ユニットバス/個室トイレ
共同設備：談話室（食堂兼用）・クラブ室（和室）/特別浴室設備
　　　　　トランクルーム（有料）

医療機関との連携等
・日中、生活相談スタッフ常駐 　・夜警常駐・安否確認（緊急対応） 
・AED設置（緊急対応）　・食事サービスあり（朝・昼・夕）…希望者

ガーデンテラス七日町

「安心と安全」の高齢者向け住宅
サービス付き高齢者向け住宅とは
　民間事業者などによって運営され、都道府県単位で認可・登録され
た賃貸住宅で、介護福祉士等が少なくとも日中常駐し、安否確認サー
ビスと生活相談サービスを、すべての入居者に対して提供する。
※サービス付き高齢者向け住宅登録済

　※ガーデンテラス七日町は「高齢者専用賃貸住宅」であり介護施設で
はありません。但し、介護及び看護の外部利用は可能です。

入居者の資格
　　原則60歳以上の者

　入居される場合
　JA山形市の組合員加入（3000円）と賃料等の口座開設、年金振込及
び公共料金の自動振替手続きが必要となります。

・入居時　敷金（３ヶ月）
・毎　月　賃料 104,000円～146,000円
　　　　　＋共益費 17,000円（一人用）～26,000円（二人用）
　　　　　＋生活相談サービス料 15,420円（一人用）～25,710円（二人用）
　　　　　＋食費（希望者）＋トランクルーム（希望者）使用料 7,190円
　以上が必要となります。

ふつうの　くらしの　しあわせ＝健康ふ　く　し事業の開始について
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MAP
千歳山

天童へ

天童へ

山寺へ

山形大学 ダイバーシティメディア

十字屋
mont-bell
パーキングJA山形市

ドコモ

山形テルサ

三中

西部
公民館

寒河江へ

寒河江へ

東大手門

西バイパス
マクドナルド 山形市上下水道部

山形県
あかねヶ丘
陸上競技場

霞城公園北山形
支店

上町セルフ
ステーション

下条支店

下条セルフ
ステーション

上山へ

上山へ

R112

山形市役所
=店外ATM

山形県JAビル

小白川支店

北山形駅 山形駅
不動産センター

山形
警察署

六小

二小
男山酒造 山形西高

山形県
村山総合支庁

南沼原小

霞城
セントラル

山形商業高

やすらぎ
山形ホール

ジャオ本社

山形南高

済生館済生館

山形市
消防本部

美畑支店

上町支店

文
翔
館

ATM

ATM
ATM

ATM

ATM

ATM

最上義光
歴史館 県民ふれあい

広場
県民ふれあい
広場

城北高

ジョイ

山形市市民防災センター
山形市消防署西崎出張所

MOVIE ON
やまがた

馬見ヶ崎川

山形市総合
スポーツセンター

ATM

ATM

R13（山形バイパス）

ATM

やすらぎ
嶋ホール

羽前千歳駅 JA山形市本店ビル

山形商工会議所

山形県庁

東北農政局山形県拠点

ガーデンテラス
七日町

アグリセンター

やまがた農業
支援センター
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Q.空欄に文字を入れ
てください。

　「山形セ○○ー
　　　プロジェクト

」

※当選の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

「地球にやさしく」　　再生紙を使用しています

　　　プロジェクト

※当選の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

新米
プレゼント

　わたしたちJAの組合員・役職員は、協同組合運動の基本的な定義・価
値・原則（自主、自立、参加、民主的運営、公正、連帯等）に基づき行動しま
す。そして地球的視野に立って環境変化を見通し、組織・事業・経営の革新
をはかります。さらに、地域・全国・世界の協同組合の仲間と連携し、より
民主的で公正な社会の現実に努めます。
　このため、わたしたちは次のことを通じ、農業と地域社会に根ざした組
織としての社会的役割を誠実に果たします。

クイズに答えて
新米GET!!

クイズコーナー
　 綱領

－私たち　 のめざすもの－

わたしたちは、
　１．地域の農業を振興し、わが国の食と緑と水を守ろう。
　１．環境・文化・福祉への貢献を通じて、
　　　　　　　安心して暮らせる豊かな地域社会を築こう。
　１．JAへの積極的な参加と連帯によって、
　　　　　　　　　　　　　　　協同の成果を実現しよう。
　１．自主・自立と民主的運営の基本に立ち、
　　　　　　　　　　JAを健全に経営し信頼を高めよう。
　１．協同の理念を学び実践を通じて、
　　　　　　　　　　　　　　共に生きがいを追求しよう。

協同組合が

よりよい社会を

築きます

山 形 市 七 日 町 1 - 4 - 5 5  〒 9 9 0 - 0 0 4 2ガ ー デ ン テ ラ ス 七 日 町 T E L : 0 2 3 - 6 2 3 - 6 8 7 8

山 形 市 上 町 3 - 6 - 4 7〒990-2483協 同 会 社  株 式 会 社 ジ ャ オ 本 社 T E L : 0 2 3 - 6 4 4 - 5 3 0 4
エ ネ ル ギ ー セ ン タ ー T E L : 0 2 3 - 6 4 4 - 5 3 0 6

山 形 市 上 町 4 － 1 0 － 1〒 9 9 0 - 2 4 8 3上 町 セ ル フ ス テ ー シ ョ ン T E L : 0 2 3 - 6 4 4 - 5 3 0 5
山 形 市 下 条 町 2 － 1 2 － 9〒 9 9 0 - 0 8 2 3下 条 セ ル フ ス テ ー シ ョ ン T E L : 0 2 3 - 6 4 5 - 3 7 0 4
山 形 市 幸 町 6 － 1 8〒 9 9 0 - 0 0 3 8パ ー キ ン グ J A 山 形 市 T E L : 0 2 3 - 6 2 2 - 1 2 3 5

100名様に
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必着
10 25
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